
普 及 項 目 担い手 

漁 業 種 類 等 漁業士活動 

対 象 魚 類 漁業士 

対 象 海 域 えりも以西太平洋海域 

浜の担い手育成指導（漁業士活動支援） 

北海道日高振興局             

日高地区水産技術普及指導所（米谷 穂波） 

【背景・目的・目標（指標）】 

北海道では地域漁業振興の役割を果たし、資格要件を満たした漁業者に「北海道漁業士」

の称号を付与しており、担当区である日高管内では、令和７年４月現在 13 名が認定されて

いる。日高管内漁業士会（以下、漁業士会）は水産物の普及や小・中学生への水産学習、

他地域との交流研修等を行っており、指導所では各活動を支援している。漁業士会による

水産物の普及を目的とした直売活動は、平成 24 年度から日高町の道の駅で開催し（30 年

度終了）、28 年度からは札幌市内の会場（以下、札幌会場）でも開催する等、拡大を図っ

ている（写真１）。札幌会場での来場者数は、開催当初は概ね 200～300 名であったが、近

年は 200 名以下と低迷し（図１）、漁業士会では活動内容を模索している状況にあった。 

このことから指導所は、直売活動がより効果的となるよう来場者の行動傾向を把握し、

漁業士会とともに活動内容の改善を目的に活動した。 

 

【普及の内容・特徴】 

指導所では平成 24 年度から各直売活動に継続して参画し、来場者の行動把握に重点を置

いた支援を行ってきた。札幌会場では時間別来場者数を参考に開催時間を検討してきたが、

来場者がどのような商品を求めているかは把握できていなかった。そこで、指導所は令和

７年度に来場者の需要を把握するためのアンケート調査（以下、調査）を提案し（図２）、

調査実施及び結果の取りまとめを担当した。 

 

【成果・活用】 

 調査では来場者の基本属性及び商品に対する意見のほか（図３、４）、自由回答から

「札幌市以外での開催希望」や「直売回数の増加」等の要望を把握することができた。ま

た、これまで効果を実感することができなかった新聞の折込チラシによる告知は、集客効

果が高いことがわかった（図５）。これらの情報を整理し、結果を提供したことで（写真

２）、令和８年度の開催については告知方法や商品選定が再考され、さらに札幌会場に加

えて他地域での直売活動が計画された。 

 

【達成度自己評価】 

４ 目標（指標）はほぼ達成できた（76～100％） 

 

【その他】 

結果を受けて漁業士からは「需要を把握して活動を進めることは大事だ」等の意見があ

り、来場者の声が漁業士の水産物普及や直売活動に対する考えを深めることに繋がったと

感じる。また、本活動では来場者（消費者）ニーズの把握が重要であることから漁業士会

と協力し、この取り組みを継続していく。 



  
写真１ 漁業士会による直売活動       

 

 
図２ アンケート 

 

 
   写真２ 調査結果報告 

0
10
20
30
40
50
60

多い やや多い 適量 やや少ない 少ない 無回答

割
合
（
％
）

図４ 品揃えの回答 
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図５ 直売活動の情報収集方法の回答 
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図３ 価格設定の回答 

 図１ 札幌会場における来場者数 
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